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1．背景と研究⽬的 

アルミン酸塩は蛍光体やセメント材などのセラミックス材料として様々に利⽤されているほか，造岩
鉱物として⾼圧相の相形成に関する研究も幅広く⾏われている．その中でも，本研究ではアルミン酸ス
トロンチウム（SrO–Al2O3系）に着⽬した．アルミン酸ストロンチウムには SrAl2O4，SrAl12O19などの常
圧安定相が存在し，これらの常圧相に Eu などの発光イオンを賦活した蛍光体の合成が報告されている
[1][2]．⼀⽅，Machida らは常圧相 SrAl4O7を出発試料として⽔を加えた⽔熱条件下で⾼温⾼圧合成するこ
とによって⾼圧相 SrAl4O7 を合成した[3]．しかしながら，加えた⽔の効果や⽣成相への影響については
明らかになっていない．また，⾼圧相 SrAl4O7 に発光イオンを賦活した蛍光体の合成も報告されていな
い．そこで SrAl4O7の相安定性を評価するために，⽔の量を変化させた SrAl4O7の⾼温⾼圧合成を⾏うと
ともに，新規 Eu 賦活 SrAl4O7蛍光体を合成することを⽬的とし，本課題では⾼圧合成した微⼩試料の放
射光粉末 X 線回折測定を⾏った． 
 
2．実験内容 

試料の⾼温⾼圧処理には DIA 型マルチアンビルプレスを使⽤した．出発試料は SrCO3，Al2O3 および
Eu2O3を SrCO3: Al2O3: Eu2O3 = 0.990: 2: 0.005 のモル⽐となるように秤量・混合し，保持温度 1000 °C，保
持時間 12 h の条件で焼成した試料を使⽤した．5~40 wt%の⽔を加えた出発試料を試料カプセルに充填
し，⾼圧試料セルを 5 GPa まで加圧した．試料セル内のグラファイトヒーターに電圧を印加することで
900 °C まで昇温し，加熱を⾏った．加熱終了後，常圧まで減圧し，試料を回収した．得られた試料は粉
砕し，放射光粉末 X 線回折測定により評価を⾏った． 
 
3．結果および考察 

出発試料は常圧相 SrAl4O7ではなく，SrAl2O4および Al2O3の混相であったが，出発試料として使⽤し
た．5 wt%添加した試料では SrAl12O19 および Sr2Al6O11 が⽣成した．12 wt%添加した試料では SrAl12O19

が主相であったが，副相として⾼圧相 SrAl4O7 も⽣成した．また，20，40 wt%添加した試料では⾼圧相
SrAl4O7が主相として，SrAl12O19が副相として⽣成した．したがって，⾼圧相 SrAl4O7の合成には少なく
とも 12 ~ 20 wt%の⽔を加える必要があると⽰唆された．また，⽔を添加した全ての試料で SrAl4O7より
も Al に富んだ SrAl12O19が⽣成していることから，この合成条件下では SrAl12O19の⽅が安定であるか，
試料の組成が⾼圧⽔熱条件下では仕込み組成からずれた状態になっていると推察される．以上の結果よ
り，SrAl4O7 の合成に必要な⽔の添加量を明らかにすることに成功した．今後，試料の単相合成を⽬指
し，出発組成と合成条件を再検討するとともに，合成した試料の蛍光特性を測定する予定である． 
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